
 

防災地域建設委員会資料 
 

 

 

 

１ 令和６年度国の施設及び予算編成等に係る重点要望について 

 （１）提案・要望項目、内容                          ………別途 

 

 （２）説明資料                                  ………P１ 

 

 

 

 

 

令和５年１０月２３日 

土 木 部 



 



１
．

地
方

が
実

施
す

る
事

業
の

推
進

 
地

域
の

生
活

に
欠

か
せ

な
い

道
路

や
下

水
道

等
の

整
備

、
住

民
の

安
全

・
安

心
を

確
保

す
る

た
め

の
治

水
対

策
や

土
砂

災
害

対
策

、
道

路
斜

面
の

落
石

対
策

、
子

ど
も

の
交

通
安

全
確

保
対

策
、

地
籍

調
査

等
が

着
実

に
進

む
よ

う
、

防
災

・
減

災
、

国
土

強
靱

化
の

た
め

の
措

置
を

含
む

予
算

を
十

分
確

保
し

、
必

要
な

事
業

が
多

く
残

さ
れ

た
地

方
に

重
点

配
分

す
る

こ
と

 
施

設
の

長
寿

命
化

対
策

に
つ

い
て

、
国

庫
補

助
の

適
用

範
囲

の
拡

大
と

十
分

な
予

算
の

確
保

を
図

る
こ

と

河
川
整
備
や
ダ
ム
建
設
に
よ
り
、
豪
雨
被
害
が
減
少

＋
２

６
ポ

イ
ン

ト

＋
５

基

昭
和

５
８

年
豪

雨
と

の
比

較

24
時

間
雨

量

時
間

雨
量

死
者

行
方

不
明

被
害

総
額

被
害

家
屋

（
全

半
壊

）

床
上

浸
水

な
し

10
7名

33
2m

m
(浜

田
)

37
0m

m
(波

佐
)

平
成

２
９

年
７

月
豪

雨

3,
04

1戸
1戸

6,
91

7戸
13

戸

約
3,
60

0億
円

約
64

億
円

91
m
m
(浜

田
)

82
m
m
(波

佐
)

昭
和

５
８

年
７

月
豪

雨

（
被

害
内

容
は

県
西

部
分

）

河
川
整
備
の
一
層
の
推
進
が
必
要

令
和

２
年

７
月

豪
雨

及
び

令
和

３
年

７
月

豪
雨

に
よ

る
洪

水
の

状
況

江
の

川

令
和

２
年

7
月

豪
雨

川
本

町
谷

地
区

令
和

３
年

７
月

豪
雨

松
江

市
黒

田
町 国

道
５

４
号

令
和

３
年

７
月

豪
雨

雲
南

市
三

刀
屋

町
至

松
江

至
広

島

中
山
間
地
域
に
お
け
る
災
害
リ
ス
ク
を
軽
減

×

×

至
美

郷
町

中
心

部

川
本

町
中

心
部

事
業

箇
所

位
置

島
根

県

美
郷

町
川

本
町

・
多

田
ト

ン
ネ

ル

令
和

３
年

度
開

通
多

田
ト

ン
ネ

ル×

改
良

済
区

間

未
改

良
区

間

通
行

止
め

箇
所

冠
水

箇
所

《
凡

例
》

令
和

３
年

８
月

の
大

雨

⇐令和
３

年
８

月
の

大
雨

で
の

旧
道

の
冠

水
状

況 平
常

時
⇓

川
本

町
へ

通
勤

し
て

い
ま

す
が

、
旧

道
は

道
幅

が
狭

く
、

毎
日

恐
い

思
い

を
し

て
い

ま
し

た
。

今
で

は
夜

間
で

あ
っ

て
も

、
快

適
に

通
行

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
残

り
の

区
間

に
つ

い
て

も
早

く
完

成
す

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
ま

す
。

今
ま

で
何

度
も

江
の

川
が

溢
れ

、
そ

の
度

に
隣

町
と

の
往

来
す

ら
、

ま
ま

な
ら

な
い

状
況

で
し

た
。

ト
ン

ネ
ル

が
開

通
し

、
大

雨
の

際
に

も
安

心
し

て
移

動
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
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イ
ン
フ
ラ
整
備
の
円
滑
化
の
た
め
に
は
地
籍
調
査
の
促
進
が
必
要

 
令

和
４

年
度

末
の
島

根
県
の
調

査
の

進
捗

率
は
５

３
．
８
％

 
令

和
５

年
度

当
初
予

算
配
分
額

は
市

町
要

望
額
の

７
７
．
１

％

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
の
低

い
県

西
部

地
域

の
未

普
及

対
策

が
必

要

主
桁

下
面

の
剥

離
・
鉄

筋
露

出
平

成
２

９
年

度
点

検
：健

全
度

区
分
Ⅲ

早
期

の
措

置
が

必
要

な
橋

梁
が

２
１

４
橋

道
路
橋
の
1巡

目
点
検
結
果

道
路
橋
の
損
傷
事
例

(H
26
〜
H
30
)

早
期
修
繕
の
維
持
修
繕
費
削
減
効
果

早
期
の
予
防
保
全
へ
の
転
換
で
修
繕
費
用
の
削
減
が
実
現

健
全

度
区

分
Ⅱ

(予
防

保
全

段
階

)
8
0
2
橋

健
全

度
区

分
Ⅰ

(健
全

)
1
,7
2
8
橋

県
管

理
橋

2
,7
4
4
橋

Ⅲ

 
都

市
部

か
ら
の
U
Iタ
ー
ン
を
決

断
さ
れ

る
と
き
に
、
下

水
道
や
浄
化

槽
の
完

備
は

重
要

な
条

件
の
ひ
と
つ

1,
05

3
1,

06
7

1,
16

6
1,

03
6

1,
20

8
1,

12
8

1,
13

7
1,

14
5

1,
23

6
1,

19
5

94
7

91
5

65
2

73
7

76
0

81
8

81
6

84
2

93
1

92
2

79

0

33
3

17
2

81

11
8

67
73

21
4

55

89
.9

%
85

.7
%

55
.9

%

71
.2

%

62
.9

%

72
.5

%
71

.8
%

73
.5

%
75

.3
%

77
.1

%

97
.4

%

85
.7

%
84

.4
%

87
.7

%

69
.5

%

82
.9

%

77
.7

%
79

.9
%

92
.6

%

81
.7

%

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

0

20
0

40
0

60
0

80
0

1,
00

0

1,
20

0

1,
40

0

H2
6

要 望

H2
6

配 分

H2
7

要 望

H2
7

配 分

H2
8

要 望

H2
8

配 分

H2
9

要 望

H2
9

配 分

H3
0

要 望

H3
0

配 分

H3
1

要 望

H3
1

配 分

R2 要 望

R2 配 分

R3 要 望

R3 配 分

R4 要 望

R4 配 分

R5 要 望

R5 配 分

島
根
県
の
地
籍
調
査
事
業
費
要
望
額
・
配
分
率
の
推
移

要
望

額
当

初
予

算
補

正
予

算
当

初
予

算
配

分
率

当
初

+補
正

配
分

率

配
分

率
事

業
費

（
百

万
円

）
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防
災

・
減

災
、

国
土

強
靱

化
の

た
め

の
加

速
化

対
策

の
推

進
◆
県
内
で
は
、
近
年
、
大
雨
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
「
防
災
･減

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
の
取
組
を
、

着
実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
地
方
負
担
を
軽
減
す
る
措
置
を
講
じ
、
必
要
な
予
算
を
当
初
予
算
含
め
別
枠
で

安
定
的
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、
改
正
さ
れ
た
国
土
強
靱
化
基
本
法
や
新
し
い
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
５
か
年
加
速
化

対
策
後
も
、
予
算
・
財
源
を
通
常
予
算
と
は
別
枠
で
確
保
し
て
、
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と

 
補

正
予

算
で

は
、

執
行

期
間

が
限

定
さ

れ
、

計
画

的
な

事
業

執
行

に
支

障
・
県

予
算

の
議

決
・
入

札
手

続
き

実
質

工
期

が
限

定
（
上

記
イ

メ
ー

ジ
の

場
合

は
1
0
ヶ

月
）

・
翌

々
年

度
へ

の
繰

越
が

原
則

不
可

 
当

初
予

算
で

は
、

翌
年

度
に

繰
越

す
こ

と
が

可
能

・
年

度
を

跨
い

だ
工

期
延

期
が

可
能

な
た

め
、

計
画

的
に

優
先

度
の

高
い

箇
所

か
ら

実
施

可
能

 
今

後
、

防
災

・
減

災
、

国
土

強
靱

化
の

取
組

の
達

成
に

必
要

と
な

る
予

算
は

、
１

兆
円

を
超

え
る

と
試

算
し

て
お

り
、

中
長

期
に

渡
り

、
予

算
を

安
定

的
に

確
保

す
る

こ
と

が
必

要

中
長

期
的

な
見

通
し

の
も

と
、

必
要

な
予

算
を

、
当

初
予

算
に

よ
り

安
定

的
に

確
保

す
る

こ
と

が
不

可
欠

【
当

初
予

算
に

よ
る

実
施

の
必

要
性

】

不
測

事
態

の
恐

れ
が

な
く

、
翌

年
度

内
に

必
ず

完
了

可
能

な
箇

所
を

選
択

せ
ざ

る
を

得
な

い

【
防

災
・
減

災
、

国
土

強
靱

化
の

取
り

組
み

に
必

要
と

な
る

予
算

】

取
り

組
み

の
達

成
に

は
１

兆
円

を
超

え
る

予
算

が
必

要

事
　

　
項

概
算

費
用

（
億

円
）

①
防

災
・

減
災

、
国

土
強

靱
化

を
図

る
主

な
取

組

 ・
緊

急
輸

送
道

路
の

未
整

備
区

間
の

整
備

1
,5

0
0

 ・
道

路
斜

面
の

落
石

対
策

、
橋

梁
等

の
耐

震
化

1
,0

0
0

 ・
整

備
が

遅
れ

て
い

る
市

街
地

部
の

河
川

整
備

、
洪

水
予

報
河

川
及

び
水

位
周

知
河

川
の

改
修

3
,0

0
0

 ・
土

砂
災

害
か

ら
避

難
所

や
避

難
路

等
を

保
全

す
る

た
め

の
砂

防
施

設
整

備
3

,0
0

0

 ・
下

水
道

管
路

の
耐

震
化

、
処

理
場

・
ポ

ン
プ

場
の

改
築

5
0

0

 ・
防

波
堤

等
の

整
備

5
0

0

計
①

9
,5

0
0

②
既

存
施

設
の

機
能

を
強

化
す

る
主

な
取

組

 ・
道

路
施

設
の

長
寿

命
化

対
策

1
,0

0
0

※

 ・
河

川
内

の
土

砂
撤

去
、

樹
木

伐
採

5
0

※

 ・
下

水
処

理
場

・
ポ

ン
プ

場
の

更
新

5
0

0

計
②

1
,5

5
0

合
計

（
①

＋
②

）
1

1
,0

5
0

※
は

1
0

年
間

で
必

要
な

金
額

（
令

和
元

年
１

０
月

時
点

）
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1
3

1
6

2
4

3
3

4
0

4
9

6
5

7
6

8
5

9
2

1
0

1
1

0
5

1
0

9
1

0
9

1
1

3

3
7

4
5

4
5

4
5

4
5

4
8

5
5

5
5

5
8

6
1

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

7
2

7
7

8
5

010203040506070809010
0

02040608010
0

12
0

H2
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

立
地

企
業

数

山
陰

道
の

開
通

率２
.高

規
格

道
路

を
は

じ
め

と
す

る
地

方
の

道
路

整
備

の
推

進
①

平
成

２
０

年
度

以
降

、
進

出
ま

た
は

増
設

し
た

県
外

企
業

１
４

９
社

の
う

ち
約

９
割

の
企

業
が

高
速

道
路

沿
線

に
立

地

 
高

速
道

路
沿

線
に

企
業

が
進

出
 

大
規

模
災

害
時

の
代

替
路

と
し

て
の

山
陰

道
～

東
西

を
結

ぶ
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
途

絶
の

回
避

に
貢

献
!!～

令
和

３
年

８
月

の
大

雨
に

よ
り

国
道

９
号

出
雲

市
多

伎
町

小
田

地
内

で
大

規
模

な
地

す
べ

り
が

発
生

し
、

国
道

９
号

が
全

面
通

行
止

と
な

っ
た

。
（
全

面
通

行
止

め
期

間
：
令

和
3
年

8
月

1
8
日

～
令

和
3
年

10
月

18
日

）

至 松 江 市

至 大 田 市

J
R

山
陰

本
線

長
さ

約
10

0m

高
さ

約
30

m

至
大

田
市

至
松

江
市

出
典

元
）
国

土
交

通
省

松
江

国
道

事
務

所

L
＝
9
.1
k
m

R
3
.8
被

災
箇

所

全
面
通
行
止
め
区
間

H
1
8
.7
被

災
箇

所

地
す

べ
り

発
生

箇
所

※
R

3
.8

.1
8
（
水

）
発

生

全
面

通
行

止
め

発
生

区
間

※
R

3
.8

.1
8
（
水

）
～

和 江 漁 港 入 口 交 差 点

大
田

中
央
・

三
瓶
山
I
C

大
田

朝
山
I
C

出
雲

多
伎
I
C

3
7
5

出
雲
I
C

山
陰
道
が
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
発
揮
！
！ 平

成
18

年
7月

、
国

道
9

号
が

約
35

時
間

の
全

面

通
行

止
め

と
な

り
、

国
道

54
号

で
の

迂
回

を
強

い
ら

れ
、

所
要

時
間

が
大

幅
に

増
加

し
た

。

10
,6

00
 

14
,5

00
 

0

5,
00

0

10
,0

00

15
,0

00

災
害

発
生

前
災

害
発

生
後

約
4
割
増

平日交通量（台/日）

山
陰

道
多

伎
朝

山
道

路
(出

雲
市

多
伎

町
小

田
地

内
)

山
陰

道
多

伎
朝

山
道

路
(大

田
市

朝
山

町
地

内
)

出
典

元
）
国

土
交

通
省

松
江

国
道

事
務

所

代
替
路
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
!
!（

通
行
止
め
後
山
陰
道
の
交
通
量
が
約
４
割
増
加
）

凡
例

一
般

国
道

9
号

山
陰

道
（
開

通
済

区
間

）

山
陰

道
（
事

業
中

区
間

）

H
1
8.

7
迂

回
ル

ー
ト

迂
回

ル
ー

ト

（
山

陰
道

利
用

）

宍 道 交 差 点

【
山

陰
道

開
通

に
よ

る
効

果
】

・
工

場
増

設
に

よ
る

新
規

雇
用

の
創

出
・
地

元
産

業
の

雇
用

創
出

に
も

貢
献

・
通

勤
圏

の
拡

大
（
人

材
獲

得
の

一
助

に
）

江
津

地
域

拠
点

工
業

団
地

山
陰
道
沿
線
に
お
け
る
累
計
立
地
企
業
数
の
推
移

立
地

企
業

数
（
社

）

山
陰

道
開

通
率

（
％

）

出
雲

多
伎

IC
～

大
田

朝
山

IC
開

通

大
田

朝
山

IC
～

大
田

中
央

・
三

瓶
山
IC

開
通

西
村

IC
～

石
見

三
隅

IC
開

通

R
6
：
出
雲
IC
～
出
雲
多
伎
IC
開
通
予
定

R
5
：
大
田
中
央
・
三
瓶
山
IC
～
仁
摩
石
見
銀
山
IC
開
通
予
定

R
7
：
石
見
三
隅
IC
～
遠
田
IC
開
通
予
定

令
和
2
年
8
月

分
譲
完
了

令
和
2
年
5
月
造
成
完
了

2
3
,0
6
0
㎡

令
和
5
年
度
～
拡
張
開
始

1
2
9
,4
5
0
㎡

令
和
3
年
2
月

造
成
完
了

3
0
,0
0
0
㎡

令
和
3
年
8
月
造
成
完
了

3
6
,0
0
0
㎡

山
陰

道
の

開
通

を
見

据
え

、
工

場
用

地
の

拡
張

に
着

手

県 道 浅 利 渡 津 線

（ 当 面 現 道 活 用 区 間 ）

山 陰 道 福 光 浅 利 道 路

4



 
山

陰
道

の
整

備
状

況

Ｒ
５
年
度

開
通
予
定

○
「
益

田
～

萩
間

」
に

つ
い

て
、

多
く
の

未
着

手
区

間
が

残
る

こ
と

か
ら

、
早

期
に

計
画

段
階

評
価

の
手

続
き

が
必

要

総
延

長
開

通
済

事
業

中
未

着
手

区
間

益
田

〜
萩

70
 k

m
− −

32
km

(4
6%

)
38

km
(5

4%
)

萩
〜

小
月

60
 k

m
20

km
(3

3%
)

24
km

(4
0%

)
16

km
(2

7%
)

計
13

0 
km

20
km

(1
5%

)
56

km
(4

3%
)

54
km

(4
2%

)

※
（

）
は

総
延

長
に

対
す

る
進

捗
率

益
田
〜
小
月
間
の
状
況

中
国
縦
貫
自
動
車
道

山
陽
自
動
車
道

姫 路 鳥 取 線

下 関
山 口 南

山 口

俵 山 北

長 門 湯 本 温 泉
三 隅

萩

六 日 市

浜 田

広 島 呉

尾 道

千 代 田

三 次
三
次
東三
刀
屋
木
次

出 雲

大 田 中 央 ・ 三 瓶 山

宍 道

松 江 玉 造
東 出 雲

米 子

落 合

岡 山

鳥 取

は わ い

大 栄 東 伯
米 子 西

大 田 朝 山

出 雲 多 伎

仁 摩 ・ 石 見 銀 山

石 見 福 光

（ 浅 利 ）
江 津

石 見 三 隅

（ 豊 田 ）

遠 田

（ 田 万 川 ）

須 子

木 与
（ 大 井 ）

（ 戸 田 ）
高 津
久 城

小 月

E2
A吉
田
掛
合

雲
南
吉
田

旭

瑞
穂

原 井
西 村

米
子
空
港

出
雲
空
港

江
津
地
域

拠
点
工
業
団
地

石
見
臨
空

ファ
クト
リー
パ
ーク

金
城
ス
マ
ー
ト

雲
南
加
茂
ス
マ
ー
ト

Ｒ
６
年
度

開
通
予
定

Ｒ
７
年
度

開
通
予
定

早
期
事
業
化
要
望
箇
所

Ｒ
8年

度
開
通
予
定

２
.高

規
格

道
路

を
は

じ
め

と
す

る
地

方
の

道
路

整
備

の
推

進
②

※
IC
（

）
は
仮
称

Ｒ
５
年
度

新
規
事
業
着
手

Ｒ
５
年
度

新
規
事
業
着
手

開
通
区
間

事
業
中
区
間

未
着
手
区
間

凡
例

<
高
速
道
路
>

E2

○
全

国
の

ミ
ッ

シ
ン

グ
リ

ン
ク

の
整

備
事

業
費

を
確

保
し

た
上

で
、

山
陰

道
へ

の
予

算
の

重
点

配
分

を
行

い
早

期
全

線
開

通
を

図
る

こ
と

が
必

要

5



２
.高

規
格

道
路

を
は

じ
め

と
す

る
地

方
の

道
路

整
備

の
推

進
③

 
高

速
道

路
（
有

料
区

間
）の

４
車

線
化

等
の

推
進

出 雲

宍 道

松 江 玉 造
安 来

大 田 中 央 ・ 三 瓶 山

仁 摩 ・ 石 見 銀 山

石 見 福 光
江 津

浜 田 東
浜 田

石 見 三 隅
遠 田

久 城
須 子

高 津

瑞
穂

旭

金
城
ス
マ
ー
ト

米 子 西

三
刀

屋
木
次

蒜
山

大
朝

隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
空
港

斐 川

東 出 雲
出 雲 多 伎

（ 浅 利 ）

六 日 市

高
速
道
路

供
用
区
間
（
２
車
線
）

供
用
区
間
（
２
車
線
）

事
業
中
区
間
（
２
車
線
）

（
有

料
）

供
用
区
間
（
４
車
線
）

（
無

料
）

供
用
区
間
（
４
車
線
）

山
陰
道
（
安
来
道
路
）

米
子

西
IC
～

東
出

雲
IC

L
=
2
0
k
m

松
江
自
動
車
道

三
刀

屋
木

次
IC

～
宍

道
J
C
T

L
=
1
1
k
m

L
=
5
k
m

山
陰
道
(江

津
道
路
)

江
津

IC
～

江
津

西
IC

緑
字
：
４
車
線
化
優
先
整
備
区
間

延
長
は
対
面
通
行
区
間
延
長

小 浜 （ 戸 田 ）

江 津 西

米
子

県
内
の
開
通
済
み
の
高
速
道
路
は
８
割
以

上
が
暫
定
２
車
線

課
題

を
解

消
し
、
安

全
・
安
心

な
高

速
道

路
に
！

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
替

性
の
確
保

事
故

防
止

４
車

線
化

や
付

加
車

線
整

備
が
必

要
４
車
線
化
や
長
大
橋
・
ト
ン
ネ
ル
区
間
に

お
け
る
安
全
対
策
が
必
要

浜
田
自
動
車
道

橋
梁
・
高
架
部
で
の
立
ち
往
生

（
H3
0.
1
.1
0）

〇
優

先
整

備
区

間
の

早
期

４
車

線
化

の
推

進

〇
対

面
通

行
区

間
に

お
け

る
当

面
の

緊
急

対
策

と
し

て

長
大

橋
・
ト

ン
ネ

ル
区

間
に

お
い

て
も

安
全

対
策

推
進

山
陰
道

は
み
出
し
に
よ
る
事
故

（
R2
.5
.
27
）

４
車
線
化
整
備
区
間

事
業
中
区
間

未
着
手
優
先
整
備
区
間

R
3

4
車

線
事

業
化

安
来

IC
～

米
子

西
IC

L
=
6
.6
k
m

 
渋

滞
が

著
し

い
国

道
９

号
出

雲
バ

イ
パ

ス
の

全
線

４
車

線
化

一
般

国
道

９
号

出
雲

バ
イ

パ
ス

は
、

４
車

線
で

都
市

計
画

決
定

さ
れ

、
平

成
２

０
年

ま
で

に
暫

定
２

車
線

で

開
通

し
た

（
一

部
4
車

線
に

よ
る

供
用

）
。

し
か

し
、

地
域

の
発

展
に

伴
い

交
通

が
集

中
し

、
朝

夕
を

中
心

に

慢
性

的
な

渋
滞

が
発

生
し

て
お

り
、

早
期

の
全

線
４

車
線

化
が

必
要

。

浜
田
自
動
車
道

瑞
穂

IC
～

金
城

ｽ
ﾏ
ｰ
ﾄI
C

L
=
1
9
k
m

R
4

4
車

線
事

業
化

大
朝

IC
～

旭
IC

L
=
2
6
.6
k
m
の
内

、
約

1
1
.2
k
m

松
江

玉
造

IC
～

宍
道

J
C
T

L
=
1
4
k
m

山
陰
道

大
山
高
原

ス
マ
ー
ト

【
消

防
本

部
北

交
差

点
付

近
】

【
姫

原
高

架
橋

付
近

】

出
雲

バ
イ

パ
ス

の
渋

滞
状

況

出
雲
バ
イ
パ
ス

L
=
8
.
7
k
m

出
雲
大
社

島
根
県
立

浜
山
運
動
公
園

新
工
業
団
地

予
定
地

島
根
県
立
中
央
病
院

出
雲
市
役
所

工
業
団
地

暫
定

2車
線

R
4.
10
供
用

（
中
野
東
～
姫
原
東
）

事
業
中
区
間

（
神
立
～
中
野
東
）

至
浜

田
↑

姫
原

高
架

橋
至
浜
田

↑

「
高

速
道

路
に
お
け
る
安

全
・
安

心
基

本
計

画
（
R
1
.9
）
」

が
策

定
さ
れ

、
５
区

間
（
約

６
９
㎞

）
を
優

先
整

備
区

間
に
選

定

6



高
規

格
道

路
境

港
出

雲
道

路
L
=
約

7
0
k
m

松
江

北
道

路
（

事
業

中
）

L
=
1
1
k
m

２
.高

規
格

道
路

を
は

じ
め

と
す

る
地

方
の

道
路

整
備

の
推

進
④

＜
米

子
鬼

太
郎

空
港

＞
・
年

間
搭

乗
者

数
約

6
4
万

人
・
山

陰
唯

一
の

国
際

線
あ

り

＜
出

雲
縁

結
び

空
港

＞
・
年

間
搭

乗
者

数
約

1
0
0
万

人
・
国

内
線

充
実

、
山

陰
の

玄
関

口

＜
松

江
城

＞
・
年

間
入

込
客

数
約

5
2
万

人

＜
水

木
し

げ
る

ロ
ー

ド
＞

・
年

間
入

込
客

数
約

3
0
1
万

人

出
雲

人
口

約
1
7
万

人

松
江

人
口

約
2
1
万

人

 
中

海
・
宍

道
湖

圏
域

を
結

ぶ
“
８

の
字

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

”
の

一
部

を
形

成
し

、
高

規
格

道
路

の
ミ

ッ
シ

ン
グ

リ
ン

ク
※
で

あ
る

「
境

港
出

雲
道

路
」
未

着
手

区
間

の
直

轄
事

業
と

し
て

の
早

期
事

業
化

※
防

災
・
減

災
、

国
土

強
靭

化
に

向
け

た
道

路
の

5
か

年
対

策
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
中

国
ブ

ロ
ッ

ク
版

）
【
令

和
３

年
４

月
】

島
根

県
庁

N

宍
道
湖

中
海

米
子

人
口

約
1
5
万

人

国
道

９
号

国
道

９
号

＜
出

雲
大

社
＞

・
年

間
入

込
客

数
約

6
3
4
万

人

注
）

入
込

客
数

、
搭

乗
者

数
は

R
元

年
度

の
デ

ー
タ

●
周

遊
観

光
促

進
【
課

題
】

今
後

、
ク

ル
ー

ズ
船

の
寄

港
、

観
光

旅
行

が
復

調
し

た
際

に
、

出
雲

大
社

等
の

魅
力

的
な

観
光

地
の

周
遊

観
光

を
促

進
す

る
た

め
に

は
、

立
ち

寄
り

先
及

び
観

光
地

で
の

滞
在

時
間

の
拡

大
が

課
題

【
効

果
】

観
光

地
間

の
移

動
時

間
短

縮
と

定
時

性
の

確
保

に
よ

る
周

遊
観

光
の

促
進

●
災

害
時

の
交

通
確

保
【
課

題
】

洪
水

・
津

波
浸

水
区

域
が

広
く
分

布
し

、
大

雪
等

の
災

害
時

に
山

陰
道

が
通

行
止

め
と

な
る

と
、

国
道

９
号

、
国

道
４

３
１

号
等

の
東

西
方

向
の

幹
線

道
路

の
負

荷
が

増
大

す
る

な
ど

移
動

に
大

き
な

支
障

が
発

生
【
効

果
】

災
害

時
に

お
い

て
も

機
能

す
る

強
靭

な
高

規
格

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築

●
産

業
振

興
【
課

題
】

中
海

・
宍

道
湖

圏
域

は
、

通
勤

・
通

学
や

物
流

な
ど

の
企

業
活

動
に

お
い

て
圏

域
内

の
結

び
が

非
常

に
強

く
、

地
域

経
済

を
支

え
る

重
要

な
地

域
で

あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

移
動

の
速

達
性

・定
時

性
の

確
保

、
渋

滞
や

事
故

の
抑

制
が

課
題

高
速

IC
の

ア
ク

セ
ス

性
の

低
い

圏
域

北
側

は
工

業
団

地
の

分
譲

率
が

低
迷

【
効

果
】

新
規

企
業

立
地

等
の

促
進

、
通

勤
圏

の
拡

大
に

よ
る

新
た

な
雇

用
の

創
出

●
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
強

化
【
課

題
】

境
港

は
北

東
ア

ジ
ア

と
の

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

と
し

て
高

い
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

有
し

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
高

速
ＩＣ

の
ア

ク
セ

ス
性

が
日

本
海

側
重

点
港

湾
で

ワ
ー

ス
ト

１
位

。
米

子
空

港
・出

雲
空

港
も

同
様

に
ア

ク
セ

ス
性

に
課

題
【
効

果
】

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

強
化

に
つ

な
が

る
港

湾
・
空

港
の

ア
ク

セ
ス

性
の

向
上

【
中
海

・
宍

道
湖

８
の

字
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
に

よ
り
期

待
さ

れ
る

効
果

・
役

割
】

出
雲

市

・
平

成
1
8
年

7
月

浸
水

時
の

状
況

地
図

出
典

：
国

土
地

理
院

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

（
ア

ナ
グ

リ
フ

を
加

工
し

て
作

成
）

（
ht
tp
s:
//
m
ap
s.
gs
i.g
o.
jp
/#
10
/3
5.
43
49
39
/1
33
.0
34
82
1/
&
ls
=
an
ag
l

yp
hm

ap
_g
ra
y%

2C
0.
58
&
di
sp
=
1&
vs
=
c1
g1
j0
h0
k0
l0
u0
t0
z0
r0
s0
m
0f
0）

出
典

）
８

の
字

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

整
備

に
よ

る
効

果
分

析
検

討
会

成
果

(令
和

5
年

8月
)か

ら

松
江

市

国
道

9号

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

環
境

の
充

実
へ

の
貢

献

８
の

字
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
整

備
に

よ
る

効
果

（約
３

５
０

億
円

/
年

）
に

加
え

、
こ

れ
を

き
っ

か
け

と
し

た
産

業
・
地

域
の

活
性

化
（
約

５
０

０
億

円
/年

）
に

よ
り

、
約

８
５

０
億

円
/
年

の
付

加
価

値
額

の
拡

大
を

目
指

す

多
様

な
資

源
の

継
承

・
観

光
振

興
へ

の
貢

献

力
強

い
産

業
圏

域
の

形
成

・
地

産
外

商
へ

の
貢

献

・
平

成
3
0
年

2
月

豪
雪

時
の

状
況

＜
重

点
港

湾
境

港
＞

・
北

東
ア

ジ
ア

の
ゲ

ー
ト

ウ
エ

イ
・
外

貨
コ

ン
テ

ナ
取

扱
は

1
0
年

で
約

２
倍

増
・
ク

ル
ー

ズ
船

利
用

者
の

立
寄

先
拡

大
が

課
題

＜
美

保
神

社
＞

・
年

間
入

込
客

数
約

5
5
万

人

1
1
2
分
⇒
6
9
分

産
業

づ
く
り

・
地

域
づ

く
り

を
支

え
る

＜
産

業
＞

生
産

性
の

向
上

、
地

域
資

源
の

付
加

価
値

の
拡

大
等

＜
地

域
＞

住
み

続
け

る
た

め
の

ま
ち

づ
く
り

の
実

現
に

向
け

、
・
必

要
と

な
る

都
市

基
盤

の
連

携
・
職

業
・
教

育
・
医

療
機

会
の

確
保

・
移

住
定

住
の

支
援

・
イ

ン
フ

ラ
の

利
活

用

7
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0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

堤防整備率
【計画断面堤防延長/堤防必要延長】

全
国

の
1級

水
系

(1
09

水
系

)

←
平

均
7
0
.3

%

江
の
川
堤
防
整
備
率

全
域

：
48
.4
%

上
流
域
(広

島
県
側
)：

69
.7
%

下
流
域
(島

根
県
側
)：

15
.3
%

10
0%

0%

江
の

川
（
全

域
）

↓

江
の

川
（
上

流
域

）
↓

50
%

江
の

川
（
下

流
域

）
↓

長
良
地
区

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

3
．

江
の

川
下

流
治

水
事

業
の

推
進

 
江

の
川

下
流

域
で

は
、

平
成

３
０

年
７

月
・
令

和
２

年
７

月
豪

雨
に

続
き

令
和

３
年

８
月

大
雨

に
よ

り
３

年
余

り
の

間
で

３
度

の
家

屋
浸

水
被

害
が

発
生

 
沿

川
の

住
民

が
安

心
し

て
住

め
る

地
域

と
な

る
よ

う
、

「
治

水
と

ま
ち

づ
く
り

連
携

計
画

（
江

の
川

中
下

流
域

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
）
」に

基
づ

き
事

業
を

推
進

し
、

流
域

治
水

に
よ

る
対

策
を

加
速

化
さ

せ
る

こ
と

 
直

轄
事

業
と

連
携

し
一

体
的

か
つ

早
急

な
整

備
が

必
要

な
矢

谷
川

を
は

じ
め

、
県

が
管

理
す

る
江

の
川

支
川

の
整

備
に

必
要

な
予

算
を

配
分

す
る

こ
と

 
防

災
集

団
移

転
促

進
事

業
に

つ
い

て
は

、
地

域
の

合
意

形
成

を
経

て
策

定
さ

れ
た

事
業

が
進

む
よ

う
、

十
分

な
予

算
を

確
保

し
、

必
要

な
予

算
を

配
分

す
る

こ
と

 
県

及
び

沿
川

市
町

と
連

携
し

排
水

ポ
ン

プ
車

の
効

果
的

な
運

用
を

図
る

な
ど

、
内

水
対

策
の

た
め

の
支

援
を

強
化

す
る

こ
と

江
の
川
下
流
域

被
害
状
況

（
平
成

３
０

年
７

月
～

令
和

３
年

８
月

）
堤
防
整
備
率
(
R
4
.
3
末
時
点
)

3度
の
家
屋
浸
水
被
害
発
生

2度
の
家
屋
浸
水
被
害
発
生

県
管
理
支
川

令
和

3
年

8
月

大
雨

国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
提
供

田
野

地
区

（奥
谷

川
）
【
江

津
市

】

田
津

地
区

【江
津

市
】

国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
提
供

直
轄

施
工

区
間

←
→

県
施

工
区

間

矢
谷
川

矢
谷
川

土
地
利
用
一
体
型
水
防
災
事
業矢

谷
川

土
地
利
用

一
体
型

水
防
災
事

業
箇
所

長
良
地
区

防
災
集
団

移
転

促
進
事
業

箇
所

•
江

の
川

水
系

の
堤
防

整
備
率
は

全
国

の
一
級

河
川

10
9水

系
中
1
0
1位

•
下

流
域

(島
根

県
側

)
の

整
備
率

は
1
0
8位

に
相

当

わ
ず

か
３

年
余

り
の

間
に

４
地
区

で
３
度

の

家
屋

浸
水
被

害
が
発

生
！ 直
轄

事
業
と

連
携
し

一
体
的
か
つ
早
急
な
整
備

が
必
要

！
計

画
通

り
に

事
業
が

進
む
よ
う

十
分
な
予
算
配
分
を

！

地
区

外
へ

の
集

団
移

転
を

検
討

中
出
典
：
国
土
地
理
院

傾
斜
図
を
加
工

上
長

良

中
長

良

櫃
原

種
別

R
3
年

度
R
4
年

度
R
5
年

度
R
6
年

度
R
7
年

度

計
画

策
定

用
地

調
査

移
転

先
測

量
・

設
計

移
転

補
償

移
転

先
工

事

長
良

地
区

防
災

集
団

移
転

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

（
案

）

大
臣
同
意
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出
雲

市

雲
南

市

松
江

市

安
来

市

米
子

市

境
港

市

飯
南

町

H
.
P
.
+
2
.
5
0
m 島

根
県

鳥
取

県

３
尾

原
ダ

ム
(H

24
完

成
）

下
流

へ
流

れ
る

洪
水

を
調

整
す

る
た

め
、

洪
水

を
一

時
的

に
ダ

ム
に

貯
留

し
ま

す
。

H
.
P
.
+
1
.
3
0
m

斐
伊

川
放

水
路

（H
2
5完

成
）

志
津

見
ダ

ム
（
H

2
3完

成
）

上
追

子
排

水
機

場
（
R

3
.9

完
成

)

治
水

計
画

の
考

え
方

上
流

・
中

流
・
下

流
で

そ
れ

ぞ
れ

機
能

を
分

担
し

、
流

域
全

体
の

治
水

安
全

度
を

高
め

ま
す

奥
出

雲
町

東
本

町
地

区
護

岸
整

備
の

状
況

（
R

4
.1

撮
影

）

４
．

斐
伊

川
・

神
戸

川
治

水
事

業
の

推
進

 
流

域
全

体
の

治
水

安
全

度
確

保
に

向
け

上
流

部
の

ダ
ム

、
中

流
部

の
放

水
路

は
完

成
 

下
流

域
の

安
全

度
確

保
の

た
め

に
は

大
橋

川
改

修
と

中
海

湖
岸

堤
整

備
の

加
速

化
が

必
要

大 社 湾

9



湯
谷
川
は
、
出
雲
市
内
の
住
宅
密
集
地
を
流
下
し
て
お
り
、
湯
谷
橋
な
ど
が
支
障
と
な
っ
て
平
成

９
年
豪
雨
に
よ
る
洪
水
等
で
広
域
に
わ
た
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
こ
の
た
め
補
助
事
業
に
よ

り
、
湯
谷
橋
の
架
替
な
ど
を
集
中
的
に
実
施
し
、
治
水
安
全
度
の
向
上
を
図
る
。

湯
谷
川
大

規
模
特

定
河
川

事
業

平
田
市
街
地

平
成
9年

7月
洪
水

中
川
は
、
松
江
市
街
地
の
中
心
部
を
流
下
し
て
お
り
、
河
道
が
狭
小
な
た
め
毎
年
の
よ
う
に

浸
水
被
害
が
頻
発
し
、
昭
和
４
７
年
豪
雨
の
ほ
か
近
年
で
は
平
成
１
８
年
に
も
甚
大
な
被
害
を

被
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
補
助
事
業
に
よ
り
、
本
区
間
の
放
水
路
を
改
修
す
る
こ
と
に
よ
り
流

域
全
体
の
治
水
安
全
度
を
早
期
に
向
上
さ
せ
る
。

松
江
市
街
地

平
成
18
年
7月

洪
水

玉
川

湯
谷

川

中
川

玉
川
は
、
江
津
市
桜
江
町
内
を
流
下
す
る
八
戸
川
の
支
川
で
あ
り
、
平
成
2
5年

豪
雨
に
よ
る

洪
水
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。
こ
の
た
め
補
助
事
業
に
よ
り
、
玉
川
橋
の
架
替
な
ど
を
集
中

的
に
実
施
し
、
治
水
安
全
度
を
早
期
に
向
上
を
さ
せ
る
。

玉
川
大
規

模
特
定

河
川
事

業

落
合

橋

玉
川

橋
八

幡
橋

１
号

橋

大
規
模
特
定
河
川
事
業
区
間

L=
80
0m

玉
川

平
成
25
年
8月

洪
水

玉
川

１
号

橋

玉
川

橋

大
規

模
特

定
河

川
事

業
位

置
図

中
川
大
規

模
特
定

河
川
事

業

５
.（

１
）

大
規

模
特

定
河

川
事

業
の

推
進

 
大
規
模
特
定
河
川
事
業
に
つ
い
て
、
計
画
的
・
集
中
的
に
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
予
算
を
配
分
す
る
こ
と

赤
川

・
塩

冶
赤

川

施
工
予
定
箇
所
の
状
況 法

吉
郷
橋

法
吉
公
会
堂

施
工
予
定
箇
所
の
状
況

（
R
5
.
2
撮

影
）

施
工
予
定
箇
所
の
状
況

（
R
3
.
1
2
撮

影
）

法
吉
郷
橋
よ
り
上
流
を
望
む

湯
谷
橋

京
塚
橋

湯
谷
橋
よ
り
上
流
を
望
む

本
田
橋

湯
谷

川

斐
伊

川

平
田

船
川

施
工
予
定
箇
所
の
状
況

（
R
2
.
7
撮

影
）

１
号
橋
よ
り
上
流
を
望
む

H
2
5.

8
洪

水
浸

水
区

域

10



洪
水

発
生

年
月

原
因

主
な

被
害

昭
和

5
8
年

7
月

(3
6
5
.6

㎜
/
da

y)
梅

雨
前

線
豪

雨
床

上
浸

水
8
95

戸
、

床
下

浸
水

13
1戸

、
全

壊
7
4
9
戸

、
半

壊
3
0
5
戸

、
農

地
浸

水
6
4
6
h
a

三
隅

大
橋

国
道

９
号

旧
三

隅
町

役
場

前
三

隅
町

三
隅

三
隅

町
三

隅

矢
原

川
ダ

ム

【
生

活
再

建
対

策
中

】
付

替
道

路
工

事
な

ど

国
道

9
号

J
R

山
陰

本
線

浜
田

市
三

隅
町

矢
原

川

三
隅

川 木
都

賀
ダ

ム

（
利

水
：

発
電

）

日
本

海

御
部

ダ
ム

流
域

界

◇
引

き
続

き
、

用
地

取
得

、
付

替
道

路
工

事
な

ど
を

推
進

す
る

矢
原

川
ダ

ム
【

生
活

再
建

対
策

推
進

】

５
.（

２
）

矢
原

川
ダ

ム
事

業

 
流

域
住

民
の

安
全

・
安

心
を

早
期

に
確

保
す

る
た

め
、

ダ
ム

事
業

の
推

進
が

必
要

昭
和

５
８

年
７

月
昭

和
５

８
年

７
月

7
月

5
日

御
部

ダ
ム

放
流

状
況

三
隅

川
の

三
隅

大
橋

水
位

観
測

点
付

近
で

約
1
.2

m
の

水
位

低
下

御
部

ダ
ム

で
は

最
大

約
96

7m
3 /

s 
の

流
入

に
対

し
て

、
下

流
河

川
へ

の
流

量
を

最
大

で
約

65
1m

3 /
sカ

ッ
ト

御
部

ダ
ム

で
上

流
か

ら
の

流
木

を
捕

捉
し

、
下

流
へ

の
流

出
を

防
止

7
月

6
日

御
部

ダ
ム

流
木

捕
捉

状
況

［
参

考
］

県
内

初
の

「
大

雨
特

別
警

報
」

が
発

表
さ

れ
た

平
成

２
９

年
７

月
豪

雨
に

お
い

て
御

部
ダ

ム
が

洪
水

調
節

効
果

を
発

揮
※

ダ
ム

上
流

域
で

流
域

平
均

総
雨

量
３

７
０

㎜
（
時

間
最

大
４

１
㎜

）
を

記
録
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砂
防

堰
堤

に
よ

る
土

砂
捕

捉
人

家
３

５
戸

を
保

全

H
3
0
年

7
月

豪
雨

で
被

災
し

た
広

島
県

と
同

じ
真

砂
土

地
帯

が
広

く
分

布
。

危
険

箇
所

は
全

国
で

２
番

目

土
砂

災
害

危
険

箇
所

数
・
整

備
率

順
位

県
　
名

土
砂

災
害

危
険

箇
所

左
記

の
う

ち
要

対
策

箇
所

要
対
策
箇

所
整
備
率

（
%）

1
広

島
31

,9
87

10
,5

50
32

2
島

根
22

,2
96

5,
88
9

19

3
山

口
22

,2
48

6,
22
1

23

4
兵

庫
20

,7
48

9,
28
0

19

5
大

分
19

,6
40

6,
71
9

27

全
国

52
5,

30
7

19
3,

87
7

23

【
被

害
状

況
】

7
月

1
2
日

豪
雨

（
1
4
5
m

m
／

2
4
ｈ

、
6
0
m

m
/
h
 ；

上
山

雨
量

観
測

所
）
が

発
生

◆
土

石
流

に
よ

り
家

屋
が

被
災

！
◆

家
屋

の
１

階
部

分
が

埋
塞

！

補
助

・
交

付
金

の
採

択
に

な
ら

な
い

箇
所

の
整

備
は

遅
れ

て
い

る

土
砂

災
害
要

対
策
箇

所
整
備

状
況

1
9
8
 9
3
2
 

1
,1

3
0
 

1
,8

1
5
 

2
,9

4
4
 

4
,7

5
9
 

整
備

済
整

備
中

・
未

整
備

箇
所

数
：
3
,8

7
6
箇

所
整

備
率

2
4
％

箇
所

数
：
2
,0

1
3
箇

所
整

備
率

1
0
％

箇
所

数
：
5
,8

8
9
箇

所
整

備
率

1
9
％

※
例

）
急

傾
斜

事
業

が
け

高
1

0
ｍ

以
上

か
つ

人
家

戸
数

1
0

戸
以

上

が
け

高
5

～
1

0
ｍ

未
満

人
家

戸
数

5
～

9
戸

ま
だ

、
未

整
備

箇
所

が
多

く
存

在
。

対
策

予
算

の
確

保
が

必
要

！

５
.（

３
）

土
砂

災
害

か
ら

人
命

を
守

る
総

合
的

な
対

策
の

推
進

 
激

甚
化

・
頻

発
化

す
る

土
砂

災
害

か
ら

人
命

を
守

り
、

安
全

で
安

心
し

て
生

活
で

き
る

地
域

づ
く
り

を
実

現
す

る
た

め
、

個
別

補
助

事
業

（
事

業
間

連
携

砂
防

等
事

業
）
等

の
土

砂
災

害
対

策
予

算
を

十
分

に
確

保
す

る
こ

と
 

保
全

人
家

戸
数

や
が

け
の

高
さ

等
の

防
災

・
安

全
交

付
金

の
採

択
基

準
を

緩
和

す
る

こ
と

【
対

策
施

設
の

効
果

】
7
月

7
日

豪
雨

（
2
0
6
m

m
/
2
4
ｈ

、
7
9
m

m
/
h
 ；

万
田

雨
量

観
測

所
）
が

発
生

が
、

上
流

か
ら

流
出

し
た

土
砂

を
捕

捉
し

、
下

流
の

人
家

３
５

戸
を

救
う

！
砂

防
堰

堤

全
体

補
助

・
交

付
金

県
単

令
和

３
年

７
月

豪
雨

土
石

流
に

よ
り

被
災

（
雲

南
市

吉
田

町
；
三

谷
川

支
川

）

令
和
3年

7月
12
日
の
雨
雲
レ
ー
ダ
ー

家
屋

１
階

部
分

が
埋

塞

施
設
な
し

施
設
あ
り

令
和

３
年

７
月

豪
雨

（出
雲

市
国

富
町

；
丹

堀
川

）

雲
南

市

令
和

３
年

７
月

豪
雨

時
の

施
設

効
果

！
令

和
３

年
７

月
豪

雨
時

の
被

害
状

況
！

避
難
所

（
川
合
小
学
校
）

個
別

補
助

（
事

業
間

連
携

砂
防

等
事

業
）

浄
光

寺
谷

川
（
大

田
市

川
合

町
）

至
美
郷

町

至
大
田
市
街

土
石

流
被

害
を

防
止

※
土

砂
災

害
危

険
箇

所
：
H

1
4
公

表
値

、
要

対
策

箇
所

：
H

2
2
年

度
末

※
整

備
率

：
島

根
県

は
R

4
年

度
末

、
他

県
は

H
2
2
年

度
末

個
別

補
助

（
事

業
間

連
携

砂
防

等
事

業
）

中
遠

田
地

区
（
益

田
市

遠
田

町
）

人
家

２
４

戸
国

道
３

７
５

号
、

県
道

避
難

所
を

保
全
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浜
田
港
を
取
り
巻
く
状
況

●
国
際
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
(２
便
／
週
：
南
星
海
運
、
長
錦
商
船
)

南
星
海
運
が
寄
港
を
休
止
（
令
和
３
年
３
月
〜
）

⇒
使
用
船
舶
の
大
型
化
に
よ
り
、
寄
港
が
休
止
と
な
っ
た

●
航
路
減
便
（
２
便
／
週
→
１
便
／
週
）
に
よ
る
影
響

・
寄
港
休
止
と
な
っ
た
令
和
3年

以
降
減
少
に
転
じ
、

令
和
4年

の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
貨
物
量
は
令
和
２
年
と
比
べ
て
約
25
%
減
少
。

⇒
浜
田
港
コ
ン
テ
ナ
航
路
を
活
用
し
た
ト
ラ
イ
ア
ル
輸
送
に
対
し
て
支
援

⇒
積
極
的
な
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
（
企
業
訪
問
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
）

船
舶
大
型
化
に
向
け
た
港
湾
機
能
の
強
化
が
急
務

６
．

浜
田

港
の

機
能

強
化

 
荒

天
時

に
お

け
る

港
湾

稼
働

率
の

向
上

を
図

る
た

め
、

「
新

北
防

波
堤

」
の

整
備

を
推

進
す

る
こ

と
 

福
井

地
区

に
お

い
て

、
見

込
ま

れ
る

船
舶

の
大

型
化

に
向

け
た

港
湾

機
能

の
強

化
を

推
進

す
る

こ
と

 
臨

港
道

路
「
福

井
・
長

浜
線

」
の

整
備

が
着

実
に

進
め

ら
れ

る
よ

う
、

必
要

な
予

算
を

配
分

す
る

こ
と

 
港

湾
脱

炭
素

化
の

推
進

に
向

け
、

計
画

策
定

な
ど

継
続

的
に

支
援

す
る

こ
と

新
北

防
波

堤

臨
港

道
路

「
福

井
・

長
浜

線
」

福
井

４
号

線

山
陰

道

国
道

9
号

港
湾

機
能

の
強

化

福
井

地
区

長
浜

地
区

1
0

0
0

T
E

U
以

上
の

大
型

船
が

接
岸

で
き

な
い

港
湾

は
浜

田
港

の
み

港
 

名
岸

壁
水

深
石

狩
新

港
10

.0
小

樽
港

12
.0

秋
田

港
13

.0
酒

田
港

14
.0

新
潟

港
12

.0
直

江
津

港
10

.0
伏

木
富

山
港

12
.0

金
沢

港
10

.0
敦

賀
港

14
.0

舞
鶴

港
14

.0
境

港
14

.0
下

関
港

12
.0

北
九

州
港

15
.0

博
多

港
15

.0

浜
田

港
8.

5
※

「
日

本
の

港
湾

20
20

」
よ

り
 

ｺﾝ
ﾃﾅ

ﾀｰ
ﾐﾅ

ﾙの
最

大
水

深
を

抜
粋

寄
港

休
止

後
の

１
便

化
と

荒
天

等
の

運
航

不
順

に
よ

る
荷

主
の

リ
ス

ク
回

避
（
就

航
率

約
75

％
）

⇒
一

部
貨

物
の

他
港

利
用

が
常

態
化

国
際
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱
量

(暦
年
)

約
25
%
減
少

約
29
%
増
加

（
速
報
値
）

防
波

堤
整

備
に

よ
る

効
果

コ
ン

テ
ナ

タ
ー

ミ
ナ

ル
を

有
す

る
日

本
海

側
の

港
湾

新
北

防
波

堤
整

備
に

よ
り

、
荷

役
稼

働
日

数
が

増
加

整
備

前
整

備
後

約
30

0日
/年

約
35

0日
/年

年
間

を
通

じ
た

荷
役

が
可

能
に
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基
本

施
設

点
検

実
施

状
況

（
滑

走
路

)

７
．

県
内

３
空

港
の

安
全

で
安

定
的

な
運

航
の

確
保

 
県

内
３

空
港

の
老

朽
化

対
策

お
よ

び
滑

走
路

端
安

全
区

域
（
Ｒ

Ｅ
Ｓ

Ａ
）
の

整
備

を
着

実
に

進
め

ら
れ

る
よ

う
必

要
な

予
算

を
配

分
す

る
こ

と

老
朽

化
対

策
（
舗

装
改

良
・
航

空
灯

火
更

新
）
、

滑
走

路
端

安
全

区
域

整
備

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

 
老

朽
化

対
策

・
空

港
毎

に
定

め
た

維
持

管
理

・
更

新
計

画
に

沿
っ

て
、

滑
走

路
舗

装
等

の
計

画
的

な
改

良
・
劣

化
し

た
航

空
灯

火
の

更
新

に
あ

わ
せ

、
令

和
１

２
年

度
ま

で
に

灯
火

の
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
 

滑
走

路
端

安
全

区
域

（Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ａ

）
の

整
備

・
令

和
８

年
度

ま
で

に
事

業
着

手
し

、
整

備
し

て
い

く

竹
島

９

９

９

1
9
1

5
4

出
雲

松
江

浜
田

益
田

大
田

江
津

出
雲

空
港

隠
岐

空
港

航
空

灯
火

劣
化

状
況

滑
走

路
ひ

び
割

れ
発

生
状

況
基

本
施

設
点

検
実

施
状

況
（
航

空
灯

火
)

山
陰

道
の

整
備

状
況

凡
例

開
通

済
区

間

事
業

中
区

間

未
着

手
区

間
出

雲
空

港
石

見
空

港
出

雲
空

港
石

見
空

港

R
2

R
1
0

隠
岐

空
港

石
見

空
港

出
雲

空
港

R
3

R
7

【
令

和
６

年
度

予
定

】
・
場

周
柵

の
機

能
強

化

【
令

和
６

年
度

予
定

】
・
航

空
灯

火
の

更
新

石
見

空
港
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